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84．67Ga－cirateにょる腹部悪性リンパ腫の

　　診断について
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　67Ga－citrateによる腹部シンチグラムでは，肝，骨等

への取り込み，腸管への排出などがあるために，腹部悪

性リンパ腫の造影は困難であると考えられているが，わ

れわれは24例の悪性リンパ腫について，リンパ造影と

67Ga－citrateによるシンチグラムを対比し，その診断的

価値についての検討を行なった．

　リンノ這影から異常なリンパ節が認められ，その異常

群の範囲が広く，また腰椎等の骨に弔ならずに，67Gaス

キャンで陽性像が〕”想されたものは7例あったが，3例

に陽性像が得られた．リンパ造影で異常リンパ節が認め

られたがその異常の範囲が小さい17例では，6例に陽像

が認められた．このうち4例はリンパ造影では造影され

ない領域に陽性像が認められた．

　リンパ節が異常であっても，それほど大きくない場合

や，異常群の範囲が小さい場合にはti7Gaスキャンは不

利であるが，異常群が適当な範囲であれば陽性像が得ら

れることがあるので，スクリーニングとして腹部スキャ

ンを試みる価値はあると考えられる．リンパ造影では造

影されない上腹部や，腹腔内への浸潤に対しては67Ga

スキャンは有用であり，進行した悪性リンパ腫では有力

な検索手段である．
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〔臨床経験〕67Ga－citrateによる腫瘍スキャニングは今

日，広く利用され，また，その評価もなされて来た．生

理的取り込みの多い部分において，異常取り込み像を把

握することが難しいことはいうまでもないが，その要素

の多い頭頸部におけるスキャニングの評価はさらに困難

をきわめる．頭頸部LE常シンチグラム，並びにわれわれ

の施設における頭項部腫瘍スキャニングの実態，および

その評価については第11回日本核医学会総会にて報告し

たが，その後の症例を加えて，ここに報告する．

結果．
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1　　　　　　　1．正常実験動物（Rabbit，　Rat）を川い

て頭頸部のスキャニングおよび組織学的（形態学的）に

検討中である．担癌動物（Rat）を用いて腫瘍，および

肝臓への取り込みの関係を電子顕微鏡にて形態学的に検

討巾である．なお炎症動物（Rat）についても同様検討

中である．
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